
条

約

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

目
的

両
締
約
国
政
府
は
、
査
証
を
免
除
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
下
で
安
全
な
国
際
的
な
渡
航
を
一
層
容
易
に
し
つ
つ
、

両
国
の
国
民
の
安
全
を
強
化
す
る
た
め
、
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
を
防
止
し
、
探
知
し
、
及
び
捜
査
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
利
用
さ
れ
る
情
報
（
個
人
情
報
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
交
換
す
る
た
め
に
こ
の
協
定
に
よ
り
設

け
ら
れ
る
枠
組
み
の
下
で
相
互
に
協
力
す
る
。

第
三
条

国
内
連
絡
部
局

１

各
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
規
定
す
る
任
務
を
行
う
一
又
は
二
以
上
の
国
内
連
絡
部
局
を
指
定
す
る
。

２

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
そ
の
国
内
連
絡
部
局
を
通
知

す
る
。

（
水
産
資
源
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
水
域
若
し
く
は
」
を
「
水
域
、」に
、「
水
域
（
」
を
「
水
域
若
し
く
は
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条

第
五
項（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
定
義
）に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
（
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
定
の
」
を
「
定
め
の
」
に
、「
行
い
、
若
し
く
は
」を「
行

い
、」に
、「
応
じ
よ
う
」
を
「
応
じ
、
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣
が
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に

係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
（
促
進
区
域
内
海
域
の
占
用
等
に
係
る
許
可
）
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
し
、
若
し
く
は
同
条
第
三
項
（
促
進
区
域
内
海
域
の
国
等
の
工
事
に
つ
い
て
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
応
じ
よ
う
」
に
改
め
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
湾
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
及
び

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水
産
資
源
保
護
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
第
百
十
五
条
の
二
十
四
」
を
「
第
百
十
五
条
の
二
十
五
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
五

第
七
十
六
条
第
一
項（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、同
項
中「「
国

土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、前
項
中「
許

可
を
し
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
て
は
」」と
あ
る
の
は
、「「
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
し

な
け
れ
ば
」」と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け

た
国
土
交
通
大
臣
は
、同
項
に
規
定
す
る
促
進
区
域
内
海
域
の
利
用
又
は
保
全
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
通
知
に
係
る
部
隊
等
の
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）、」
に
、「
に
つ
い
て
」
を
「
又
は
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
（
農
林
水
産
大
臣
が
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と

協
議
し
て
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
」
に
、「
又
は
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
経
済
産

業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

防
衛
大
臣

岩
屋

毅

重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府

と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
三
号

重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
（
以
下
「
両
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
を
防
止
し
、及
び
こ
れ
と
戦
う
た
め
に
一
層
緊
密
に
協
力
す
る
希
望
に
促
さ
れ
、

一
層
効
果
的
な
情
報
の
共
有
が
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
）
と
の
戦
い
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、

基
本
的
な
権
利
及
び
自
由
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
及
び
個
人
情
報
の
保
護
を
尊
重
し
つ
つ
、
査
証
を
免
除
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
の
下
で
安
全
な
国
際
的
な
渡
航
を
一
層
容
易
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
並
び
に
重
大
な
犯
罪
（
特
に
テ
ロ
リ

ズ
ム
）
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

定
義

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

「
自
動
照
会
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
国
内
連
絡
部
局
を
通
じ
て
指
紋
情
報
を
比
較
す
る

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
手
続
で
あ
っ
て
、
照
会
す
る
締
約
国
政
府
の
国
内
連
絡
部
局
（
以
下
「
照
会
連
絡
部

局
」
と
い
う
。）か
ら
送
信
さ
れ
た
指
紋
情
報
と
照
会
を
受
け
る
締
約
国
政
府
が
利
用
可
能
と
す
る
指
紋
情
報
と
の

間
に
適
合
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を
自
動
的
に
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

「
個
人
情
報
」
と
は
、
自
然
人
を
特
定
し
て
い
る
情
報
又
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
い
う
。

「
重
大
な
犯
罪
」
と
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
上
、
少
な
く
と
も
一
方
の
締
約
国
政
府
（
第
四
条
又
は
第
八
条
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
照
会
し
、
又
は
利
用
す
る
締
約
国
政
府
）
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は

長
期
一
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
に
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
構
成
す
る
行
為
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
の
不
可

分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
Ⅰ
に
規
定
さ
れ
る
も
の
及
び
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
構
成
す
る
そ
の
他
の
行
為
を
い
う
。
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